




































2 worIICZek, Camlllo, DLe tSChechoslowakLSChe Bodennfonn, Sonderdruck aus ZeltSChrlR RIP dle geSamte StaatswISSenSChaft,





























I otAhal, MIIan, Zdpas opozemkovd reformu v CsR (チェコスログァキア共和国における土地改革をめぐる闘争) , praha,
1963,str718
1 Laclna, VIastlSlav, Formovdni creskoslovenskd ekonomLbJ 19]8-1923 (チェコスログァキア経済の形成1 91 811 923) , Praha,
1990,str 129出版は1990年だが､執筆時期は社会主義期と考えられる0
5 Idem et Lubomir Slezak, StaEnl, hospoduskd polztzka v ekonomlCkim vyvoJI P"nl CsR (チェコスログァキア第一共和国の
経済発展における国家経済政策) , praha, 1994, str 88
(,チェコスログァキアにおいては建国直後の法律で､貴族の称号は廃止されている｡ (1918年12月10日の第61号法)
7これについての詳細は､ Glasshelm, Eagle, Noble NaHonalLStS･ The Transfo-atton ofLhe Bohemlan ArlStOCraCy, Cambrldge
(MA) 皮 London, 2005を参軌E Lustlg, Rudolf, Schemat'smus velkostatkG v Cechach, Praha, 1 933














































(8)同所有､ W､ビストシツェ･ナド･ウ-フラグオウBysttice mad ljhlavou ､デプルニークDebmik､
ジェレズナ一･ルダ(D :ビシュトリッツ･アン･デア･アングルBistritzanderAngeI､デフェルニク










(ll)オイゲン･レデブール-ヴィ-ルンEugenLedebur-Wicheln所有､ N､ミレショフMile善ov (D :ミレ


























Glatzen-Kaisemald) : 5190.46 ha中973.6 ha(18.8%)が収用継続中｡シェーンプルクエヴァルデンプル
ク家はドイツの貴族の家系で､所有者はVdG所属｡
(17)アルフレート･ヴィンディシュグレーツAlfred Windischgratz所有､ W､クラドルビ-イヴヤニ
Kladruby-Jivjany (D :クラドラウニギビアンKladrau-Gibian)荘園､タホフTachov (D :タハウTachau)








全書1945年第28号令o条文はhttp //wwwpsp cz/docs/laws/dek/281945 html参照o (最終アクセス日: 2009年1 1月24日)
12 "eeska repub)lka navまえe dlplomahcke soky s LIChten皇tejnskemチェコ共和国､リヒテンシュタインと外交関係を結ぶ", C'eske'novLny.
zpravodaJS砂serverCTKチェコ新臥チェテカ通信ニュース･サーバ,掲載: 13072009, 1528,アップデート: 13072009 1834











(2)ハインリヒ･ボーフォールニスボンタンHeimichBeaufort-Spontin所有､ W､べチョフBeCov (D ‥ペ






(3)ハインリヒ･ビコア-Heinrich Buquoy所有､ W､ -クエンシュタイン-ムニエヂェネッ





(4)カール･ビコア-KarlBuquoy所有､ W､プシーセチニッェPfiseenice (D :プレスニッツPrehitz)
荘園‥ 7357 ha中12S.51 ha(1.7%)が収用継続｡プシーセチニッェは人口2600人余りの大多数がドイツ
系｡




(6)フランツ･クラム-ガラスFranz clam-Gallas所有､ N､りべレツLiberec (D :ライ-ンベルク
Reichenberg)荘園､グラブシュテインGrabgtejn (D :グラーフェンシュタインGrafenstein)荘園､フ
リードラント･フ･チェハーフFridlantvCechach (D :フリードラントFriedland)荘園､レンベルク











Teplice-Sanov (D :テブリッツ-シェ-ナウTeplitz-Sch6nau)は､ 2万9000人弱の人口中2万2500人
弱がドイツ系､ 4400人余りがチェコ系のドイツ系優勢の町で､ビンスドルフは､ほとんどがドイツ系
の村であったo所有者は､ VdGに所属o
(8)エウゲン･チェルニーンEugen Czemin所有､ N､ペトロフラトPetrohrad (D :ベータースプルク
















(ll)ヴイル-ルム･クルト･ -ルムフェルトWilhelmKudHelmfeld所有､ W､ハズロフHazlov (D :ハ
スラウ･ミット･ヴァイングリュンHaslaumitWeingrh荘園: 594･82ha中918叫1･6%)が収用継続中o
所有者はVdGに所属｡ハズロフはほとんどがドイツ系の大きな札
(12)ゴットフリート及びアンナ･マリー･-ネベルク-シュピーゲルGo伽d und Anna MaTie
u Glasshelm,OP Ctt ,P 183
14 "Restltuce hchtlCkeho maJetku Rod Des Fours Walderode *族財産の返還:デ･フール-ヴァルデローデー族", Ceskd








Hatenberg-Frankenhammer-Ⅶlov荘園: 4179.76 ha中520 ha(12･4%)が収用継続中｡ハルテンベルクはほ
とんどがドイツ系住民の集落で､所有者はVd/Gに所属.コパル家はドイツ系の伯爵家だった｡
(14)ハインリヒ･コツツHeinrichKotz所有､ W､ウ-イェズト･スヴァテ-ホ･クシージェUjezdsvateho












(17)アルフオンス･パールAlfons Paar所有､ S､オパジャニOpatany荘園: 2686ha中400 ha(14･9%)が
収用継続中｡所有者は､ SCvに所属､民族的にはドイツ系とされたoオパジャニは純粋にチェコ系
の村だった｡
(18)ヤン･パールフイJan Palffy所有､ S､ブジェズニッェBfeznice荘園‥ 3205･5 ha中242･02 ha(7･6%)
が収用継続中｡ブジェズニッェは､純粋にチェコ系の町だった｡パールフイ家はハンガリー系貴族
だが､所属していたSCvでは､ドイツ系とされていた｡
(19)同所有､ S､メルクリーンMerklin荘園: 3394 ha中456.75 ha(1315%)が収用継続中.メルクリーン
はチェコ系が優勢な町だった｡












Lukavice_Pfich｡vice荘園: 5271.74 ha中668.6 ha(12.7%)が収用継続中o所有者はVdGに所属oルカヴ
ィツェ､プシホヴィツェとも純粋にチェコ系の地域だった｡
(24)同所有､ N､スカルカニポトセヂツェSkalka-Podsedice (D ‥スカルケン-ポドセディッツ



















フムブルクRychmburk荘園: 10332･43 ha中7291146 ha(70･6%)が収用継続中o所有者はVdBに所属｡
リフムブルクは純粋にチェコ系の市場町だった｡



































15 http//wwwzameknmcz/ (最終アクセスEl : 2009年10月6日)























nad Kne皇nou-tern.,kovice荘園: 7259 ha中1811 ha(24･9%)が収用継続中Cリフノフ･ナト･クニエジ
ュノウは人口の大多数がチェコ系の町で､ボフスラフは､ SCvに所属しており､チェコ系と見なさ
れていた｡


































(I)ヤロミール･チェルニン-モルツインJaroml'r Czernin-Morzin所有､ N､マルショフMar菖ov (D :マ
ルシェンドルフMarschendorf)荘園: 8196.67ha中7500ha(91.5%)が収用継続｡マルショフは､ほとん
どがドイツ系の町だった｡
(2)同所有､ E､ヴルプラピーVrchlabi (D :ホ-エンエルベHohenelbe)荘園: 9189.5 ha中981 ha(10.7%)
が収用継続o　ヴルプラピーは､ 6800人余りの人口中5400人余りがドイツ系､ 1300人弱がチェコ系の
ドイツ系優勢の町だった｡







(5)ヴィレ-ム･ユグルVilemJugl所有､ W､フラーデク･プロホシュスキHradekProhofsky (D :シュ
レッスレス-ポホルツSch16ssles-Pohorz)荘園: 505 ha中20128 ha(4･0%)が収用継続中o詳細不明｡













ゥManetin-Rabgtejn mad Stfelou (D :マネテイン-ラーベンシュダイン･アン･デア･シュネラ













19 http//wwwkolowratcz/ (最終アクセス目: 2009年10月6日)





(14)ヤン及びアドルフ･シュヴァルツェンベルクJan a Adolf Schwarzenberg所有､ N､ログォシツェ




Kumburk-Radim荘園: 6007.7 ha中1697.4 ha(28.3%)が収用継続中o所有者はSCvに所属､チェコ系
ともドイツ系ともみなされていたoクムブルクもラヂムも純粋にチェコ系の村だったo
(16)同所有､ W､ホルショフスキー･ティーンHor善ovsk夕Tタn (D :ビショフタイニッツBischofteinitz)






Doksy-Bela-KufI'vody荘園: 17472.54 ha中14870.42 ha(85･1%)が収用継続中｡ヴァルトシュタイン家
はボ-ミアの貴族で､所有者はSCvに所属､チェコ系ともドイツ系ともみなされていた｡
























16272.06 ha中9121.6 haの収用が続いている(56.1%)｡ (ただしカール･ビコア-の他の荘園では土地改
革が終わりに近づいている｡)これらの土地は､ドイツ系住民庫勢地域にあった｡
チェコ系住民の多い地域のドイツ系所有者の土地では､更に土地改革終結が困難だった｡アルベル
トマリア･ラモラル･トウルン-タクシスの所有地10332.43ha中7291.46haが収用継続中だった(70.6%)｡
また､外国君主でもあるフランツ･ヨ-ゼフ･リヒテンシュタインのボ-ミアでの荘園は､チェコ系
地域にあり､ 11357.2093ha中6942.2834haの収用が継続していた(61.1%)oリヒテンシュタインの場合､
更に広大な南モラヴイアの土地での土地改革問題もかかえ､外国君主が所有者であることから､外交問
題にもなった｡
sCvからは､チェコ系ともドイツ系ともみなされたアドルフ･ヴァルトシュタインの土地でも改革は
遅れた｡ドクシ-ビェラー-クジーヴオディ荘園では､ 17472.54ha中14870.42haが(85.1%)､ムニホヴ
オ･フラヂシュチェ荘園では8002ha中3699.86haが(46.2%)､シュチャフラヴィ荘園では7446ha中4529
haが(60.8%)収用継続中だった｡ヴァルトシュタイン家が三十年戦争のチェコ抑圧の象徴的存在であっ
たために､ ｢民族の敵｣とみなされた結果とも考えられる｡
逆にロブコヴィツLobkowicz家(一族で約28069ha所有)やナード-ルニーNadhern夕家(一族で約
5587ha所有)など､チェコ系とみなされていた家系の出身で､ SCvで有力な活動を行っていた所有者の
場合は､すべて土地改革が終了しているo SCvの活動の成果ともみられるが､ SCv会員であっても､多
くの収用地が残っている例もあり､収用されたままの土地が残存し､土地改革が遅れ､所有者に不利益
がもたらされた事例に､所有者のドイツ系であるという民族的な属性や国籍が影響したという仮説は成
立するといえるだろう.従って､チェコスログァキア第一次土地改革が民族主義的政策とみなされたこ
とも無理からぬことであった｡
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